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Ⅰ    　
日
本
は
、台
風
や
地
震
な
ど
の
異

常
天
然
現
象
（
注
）
に
よ
り
災
害
が
非

常
に
多
い
の
が
特
徴
で
す
。こ
れ
ら
の

異
常
な
天
然
現
象
に
よ
り
、道
路
や

河
川
、港
、農
業
用
施
設
そ
し
て
学

校
な
ど
の
地
方
公
共
団
体
が
管
理

す
る
施
設
が
災
害
を
受
け
た
と
き
、

国
の
負
担
や
補
助
金
に
よ
り
復
旧

事
業
を
行
う
法
律
上
の
制
度
、こ
れ

が
災
害
復
旧
制
度
で
す
。
 

 （
注
） 

「
異
常
天
然
現
象
」
と
は
、豪
雨
・
洪
水
・
暴

風
・
高
潮
・
地
震
・
そ
の
他
（
波
浪
・
降
雪
・

低
温
・
な
だ
れ
・
地
す
べ
り
等
）を
い
う
。
 

    災
害
復
旧
事
業
は
、 

①
民
生
の
安
定
 

《
公
共
の
福
祉
の
確
保
や
農
林
水
産

業
の
維
持
を
図
り
、併
せ
て
経
営
の

安
定
に
寄
与
》
 

 
 

②
不
時
か
つ
多
額
の
費
用
に
対
応
 

《
財
源
の
調
達
》
 

③
被
災
前
ま
で
の
効
用
に
で
き
る
だ

け
速
や
か
に
復
旧（
原
形
復
旧
） 

《
被
災
の
程
度
、状
況
が
千
差
万
別

で
、現
地
に
臨
ん
で
、合
理
的
・
経

済
的
な
復
旧
工
法
等
を
決
定
》
 

す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
 

     　
災
害
の
状
況
や
態
様
は
、多
種
多

様
、複
雑
多
岐
で
あ
り
、そ
の
採
択
、

復
旧
の
範
囲
、復
旧
の
程
度
な
ど
に

つ
い
て
、 

 
 

①
各
省
庁
間
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
た
公

平
か
つ
適
正
な
も
の
と
す
る
 

 
 

②
民
生
の
安
定
を
図
る
た
め
、で
き

る
だ
け
早
期
に
災
害
復
旧
事
業

を
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
 

 
 

③
早
期
に
、適
正
な
復
旧
方
法
と
事

業
規
模
を
決
定
し
、所
要
の
予
算

措
置
を
講
ず
る
 

 
 

こ
と
か
ら
、私
ど
も
沖
縄
総
合
事
務

局
財
務
部
で
は
、各
省
が
被
災
現
地

で
災
害
復
旧
事
業
費
の
査
定
を
行

う
際
に
、国
の
予
算
の
執
行
に
関
す

る
報
告
の
徴
収
、実
施
監
査
等
を
所

掌
す
る
立
場
か
ら
係
官
を
派
遣
し
、

国
民
の
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
る
災
害

復
旧
事
業
費
が
、法
律
の
趣
旨
に
則
っ

て
合
理
的
、経
済
的
に
使
用
さ
れ
る

よ
う
、査
定
に
立
ち
会
っ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
は
、災
害
復
旧
事
業
の
採
択

の
可
否
を
速
や
か
に
決
定
し
、各
省

間
で
の
災
害
復
旧
事
業
費
決
定
の

均
衡
・
公
正
を
期
す
る
た
め
に
行
わ

れ
て
い
る
制
度
で
す
。
 

災
害
復
旧
制
度
の
概
要 

Ⅱ 災
害
復
旧
事
業
の
目
的 

Ⅲ 災
害
復
旧
事
業
費
査
定 

立
会
制
度
の
概
要 
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沖
縄
県
に
お
け
る
過
去
５
年
間
の

災
害
復
旧
事
業
は
、件
数
で
6
4
5

件
、金
額
で
96
億
３
８
０
０
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
 

　
過
去
５
年
間
の
災
害
に
つ
い
て
、被

災
金
額
で
み
る
と
平
成
17
年
の
６
月

梅
雨
の
被
災
が
突
出
し
て
お
り
、29

億
円
と
一
番
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、被
災
施
設
別
に
過
去
５
年

間
の
平
均
を
み
る
と
、河
川
等
の
被
害

が
６
億
１
９
０
０
万
円
と
最
も
多
く
、

次
い
で
、水
道
等
施
設
、港
湾
、農
業

用
施
設
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

    　
平
成
18
年
の
災
害
復
旧
事
業
は
、

件
数
で
56
件
、金
額
で
13
億
９
５
０

０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

市
町
村
別
に
み
る
と
、中
城
村
が
４

億
４
５
０
０
万
円
と
全
体
の
31
・
９
％

を
占
め
、次
い
で
渡
名
喜
村
、名
護
市

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
中
で
も
、６
月
梅
雨
前
線
豪
雨
に

よ
る
地
す
べ
り
で
被
災
し
た
中
城
村

北
上
原
地
区
に
お
い
て
、公
共
土
木

施
設
、農
地
・
農
業
用
施
設
及
び
林

地
荒
廃
防
止
施
設
の
災
害
復
旧
査

定
立
会
を
行
い
、約
４
億
４
０
０
０
万

円
の
災
害
復
旧
事
業
費
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
 

    　
沖
縄
県
は
、台
風
の
常
襲
地
域
で

あ
り
、過
去
56
年
間
に
発
生
し
た
台

風
の
約
１
／
４
が
沖
縄
に
接
近
し
て

い
ま
す
。 

｠
こ
の
台
風
や
６
月
の
梅
雨
前
線
等

に
よ
る
年
平
均
降
水
量
は
、全
国
平

均
の
約
１
・
３
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ

の
よ
う
に
全
国
で
も
比
較
的
雨
量
の

多
い
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、こ
れ
ら

を
発
生
要
因
と
す
る
災
害
が
多
い
の

が
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

Ⅳ Ⅴ 災
害
復
旧
事
業
の
推
移 

Ⅵ 沖
縄
県
に
お
け
る 

災
害
の
発
生
要
因 

平
成
１８
年
の 

災
害
復
旧
事
業 

西原町 

与那
原町
 

北
中 

城
村 

嘉
手
納
町 

宜野湾市 

沖
縄
市 

南
風
原
町 

那
覇

市 

北
谷
町 

う
る
ま
市 

南城市 
八
重
瀬
町 

国頭村 

東　村 

大宜味村 

名護市 

今帰仁村 

本部町 

宜野座村 

金武町 

恩納村 

読谷村 

浦添市 

糸満市 

豊見城市 

中城村 
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平成18年6月 

被災直後の 
中城村 
北上原地区 

災害復旧事業の推移（沖縄県） 

14年 15年 16年 17年 18年 

件
数
 

金
額
（
百
万
円
）
 

188

1,732
1,583

1,822

3,105

177

132 92

56

1,396

件数 金額 


